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▶�畳職人としてこれからの活動は？
　職人は一生勉強で終わりはありませ
ん。これからは、厚生労働省から認定さ
れた「ものづくりマイスター」として、県
内を回って子どもたちに畳の魅力を伝え
ていきます。畳の仕事は、段取り八分と
いって準備が大切です。道具の手入れや整理を自分で行い、道具・
材料を常に把握しておくことが畳職人の心構えでもあります。これ
は、子どもたちの学校や日々の生活にも共通する心構えとして畳の
魅力とともに子どもたちに伝えていきたいです。
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▲畳の縁をとる作業
　厚生労働大臣が卓越した技能者を
表彰する「現代の名工」に今年度選
ばれた畳工の神田さんにお話を伺いし
ました。

▶�伝えたい畳の魅力は？
　畳は、日本の気候・風土にあっています。
湿度が高い夏には畳が湿気を吸収し、乾燥す
る冬には畳の湿気がゆっくりと蒸発して空気を
潤します。また、い草はよい香りを発しながら
空気を浄化し室内を快適にします。最近では、
天然い草を使用した畳の部屋で勉強すると、
気持ちが落ち着き、集中力が増し、学習効果
が上がることが大学の先生の研究で実証され
ました。

▶�畳の仕事は、どのような修業で習得されましたか？
　高校卒業後、会社勤務を経て、２２歳で家業
の畳店を継ぎました。職人仕事ですから、教え
てもらうというよりは、現場で父親や職人仲間の
作業を見て、見よう見まねで技術を習得しまし
た。仕事の前後にも毎日１人仕事場で練習を重
ね、どうしたら他の職人のように速く正確にでき
るか、日々考えながら技術を磨いていました。
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　「であい・こうか八景」と「大切な人への思い」の
テーマに短歌を募集した「あいこうかうたプロジェクト
２０１６」の表彰式が１２月３日、碧水ホールで開催されま
した。
　市内外から寄せられた３千５百首を超える応募の中か
ら入賞作品３０首が発表されました。
　小中学生の作品の中には、大人顔負けの句がたくさ
んあり、会場からは感嘆の声があがっていました。

○�各部門の最優秀賞受賞者は次の皆さんです。なお、全て
の入賞作品は市ホームページに掲載しています。
◦一般の部　　浦

うら
山
やま
　増
ます
二
じ
（栗東市）

　朝の陽に田んぼアートの忍者映え緩らかにゆく髙原鉄道
◦中学生の部　本

もと
橋
はし
　翔
しょうへい
丙（土山中2年）

　田村麻呂偉大な力で厄払い川のせせらぎ歴史の歌声
◦小学生の部　森

もり
地
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ゆ
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　晩ご飯信楽焼きのお茶わんは私が焼いた初めての品

　認定ＮＰＯ法人「甲賀文化輝き」による創作
ミュージカルが１２月３日、４日の２日間、忍の
里プララで上演されました。
　上演された作品は、江戸末期に甲賀と野洲、
栗太の旧３郡から農民約４万人が立ち上がり、
検地を10万日延期するという証文を勝ちとった
天保一揆を題材にしています。劇中では、未来
の子どもたちが、犠牲を払ってでも団結して正
義を貫いた農民たちの話を聞いて、未来で貴重になった農地を守ろうとする姿が描かれています。
　１０万日後は、２１１６年にあたります。日延べ１００年前という節目に甲賀の人々の地域を想
う熱い心と団結を改めて考える作品となっていました。
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歌を通して伝えるおもい
あいこうかうたプロジェクト２０１６

地域を想う熱い心と団結を
ミュージカル「天保義民～甲賀の農民たちの熱い思い 共に闘う仲間たち～」
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▲イルミネーションの前で太鼓の演奏

▲会場のスクリーンに映して詠まれる入賞作品

▲10万日の日延べを勝ちとった迫真の演技

▲出来上がった手作り凧を披露する子どもたち
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